
神島まちづくり計画書

みんなが楽しく、元気に、安心して
暮らせる神島地区を目指す



平成22年11月 まちづくりモデル地区として活動開始

10年以上経過

少ない

［1］神島地区のまちづくりのこれまで

令和３年12月 策定委員会結成（６グループ）

神島地区の活動項目を充分に把握

神島地区に住む人が安心



①各グループで抽出

［2］神島地区のまちづくりの活動を調べる

活動４３項目抽出

②策定委員会 重複した活動項目の整理

３１項目決定

→その活動をみんな知っているか？

→その活動は必要か？



一人一人の声を聞く

神島地区のこれまでの取組

・これから地域に必要なこと

・暮らしやすいまちづくりに向けて

［３］暮らしやすいまちづくりに向けて

全住民アンケート（対象：中学生以上）を実施

対象者 1,451名



［3-1］中学生以上全住民アンケート

知っている

参加したことがある

必要だ



［3-2］小学生アンケート

神島が好きですか

自慢したいところ

こんな神島になったらよいか

あなたができることは

神島の魅力アップのアイデア



対象）神内小学校４年生～6年生

配布）５９枚

回収）５３枚

回収率）

［3-3］小学生アンケート結果

90％
環境

地域の絆

行事

今後の活動につながる



［3-4］中学生以上全住民アンケート結果

対象）中学生以上全住民

配布）1,451枚

回収）1,018枚

回収率）70.1％

世代に関わらず参加できる

天神祭，盆踊大会
運動会，文化祭

参加率が高い

必要だ



［4］アンケート結果から見える住民の思い



［5］アンケート結果から見えてきた課題

目指す神島の姿

「皆が楽しく、元気に安心して暮らせる神島地区を目指す」

『活動の柱』

テーマから立てる

小学生もグループ
に入って話合い

グループ② グループ③



［6］テーマ別課題①

移動・買物チーム

柱『みんなが安心して使える買い物・移動支援の仕組み』

現状

・移動手段がなく、

人の集まりの場に行けない

・飲食店以外商店がない

対応

・実証実験実施中

(山陽新聞
令和6年1月10日)



すぐ、今できること
（短期）

ちょっと先
（中期）

だいぶ先
（長期）

・地区内の移動や買い物に行くの

をみんなで乗り合いできる仕組み

づくり（移動スーパー・病院など)
・地域朝市（時間限定、野菜販売)
・高齢者が安心して使える助け合

いの仕組み
・まちカフェ

（おかずなどの販売をする場）

・定期的な買い物ツアー

・小学生が高齢者のゴミ出しお手

伝いをする取組み

・買い物状況についての現状把握

（とくし丸や生協などの利用状況)
・現在困っている世帯の話を聞い

てみる

・ほかの場所の買い物ツアーなど

を調べてみる

活動のアイデア



［7］テーマ別課題②

子どもチーム

アンケート質問）神島が好きですか？

→ 96％好き

子どもが安心して住み続けられる地域づくり

→年齢を問わず必要



［7］テーマ別課題②

子どもチーム

柱『子どもが安全に楽しくふれあえる地域』

現状

・遊び場や設備が少なく、不十分

・時間を忘れ、暗くまで遊ぶ

対応

防犯の関係上危険

公民館に時計を設置（R6.1月）



すぐ、今できること
（短期）

ちょっと先
（中期）

だいぶ先
（長期）

・子どもたちが安心して遊べる場

や空間づくり（食べる交流の場、

自然の中で遊ぶ）

・放課後に子ども同士で一緒に勉

強できる場

・若い世代の想いや意見を聞く機

会づくり

・小学校と連携した地域活動
・子どもの思い出づくり

（集会所での合同イベント、

子ども会）

・子どもの安全を守る活動

・今ある遊び場や遊び方の調査

・公園の利用状況の調査

・通学路の状況調査

・今ある公園や遊び場での工夫

（時計の設置）

活動のアイデア



［8］テーマ別課題③

災害・防災チーム

柱『神島地区全員の防災意識を高める』

現状

・各地区の防災組織の連携ができていない

・リーダーに任せっぱなし

・各地域での意識に温度差

対応

・避難食づくりにチャレンジ！

・自衛隊出前授業

積極的に手伝いたい

小学生の感想

みんなの役に立ちたい



すぐ、今できること
（短期）

ちょっと先
（中期）

だいぶ先
（長期）

・自主防災組織、まちづくり計画

をもとに地域一体での災害防災

チームとしての活動

・避難時のシュミレーション

（昼間、夜間、福祉施設との

連携）

・だれでもわかる安全マップ

作り

・地区防災計画づくり

・確認→日常の備えや関係づくり
（備品の確認、側溝清掃など）、

災害時心配な方（高齢者、独り暮

らし）の把握

・学ぶ→小学校・こども園・地域
の防災学習

・考える→防災部会をつくって各
地区連携、防災情報の伝え方

・伝える→防災新聞づくり、避難
食の作り方、消火器の使い方

・実践→避難所（学校や公民館）
での備蓄、避難体験や避難訓練

活動のアイデア



［9］テーマ別課題④

鳥獣害チーム

柱『誰にとっても安心して暮らせる地域』

現状

・イノシシ増加、野良犬や野良猫も。

・イノシシと車の事故１～２件/年

対応

・箱わなの設置

・イノシシの生態を調べる

・電気柵やセンサーの設置

（見崎地区が設置）



すぐ、今できること
（短期）

ちょっと先
（中期）

だいぶ先
（長期）

・耕作放棄地、空き家と関連した

鳥獣害対策の取り組み

・野良猫や野良犬の保護、飼い主

の意識や理解

・休耕地の草刈り

・干拓地清掃のポイ捨て対策

・相談できる場づくり

（地域全体で取り組み体制）

・地図を使った現状把握

（イノシシ、野良犬、野良猫）

・イノシシとその対策について学ぶ

（鳥獣対策講習会、先進地視察）

・小さな工夫（電気柵やセンサー設

置、ジビエを食べよう会など）

活動のアイデア



［7］神島まちづくり協議会で取り組む主体や体制（案）

現在

各地区、各組織の意見をもとにしながら
代表者が中心となってすすめるまちづくり



［7］神島まちづくり協議会で取り組む主体や体制（案）

神島まちづくり協議会

移動
買い物
部会

［メンバー］

・神島協議会

・公民館

・各種団体

・小学生

［メンバー］

・神島協議会

・公民館

・各種団体

・小学生

子ども
部会

［メンバー］

・神島協議会

・公民館

・各種団体

・小学生

災害・防災
部会

［メンバー］

・神島協議会

・公民館

・各種団体

・小学生

鳥獣害
部会

今後

みんなが、楽しく、気軽に、誰でも、
各部会（テーマ）に、興味あることに、参加できる

総務企画部会
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